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酸性雨と森林被害 (I) 

1. 森林の衰退

ヨーロッパおよび北アメリカではトウヒ、モ ミ

林を中心とした針葉樹森林の異常が10年程前から

見受けられ、近年特に森林衰退が激しくなり、旧

西ドイツの森林総面積の50~ちになんらかの異常が

認められるといわれています。

衰退現象は葉の黄化、葉量の減小、枝葉の枯損、

立木枯損で、乙れらはヨーロッパなどの中でも雨

や霧が発生しやすい高海抜地iζ多くみられ、「酸

性雨Jとの関係が問題視されています。

日本においても関東平野などの平地スギ林K衰

退が認められ、また本県の平地スギ林にも衰退が

見られるとも言われ始めました。

乙うしたスギ林衰退の原因として「酸性雨、酸

性霧Jか強く言われていますが、実際のところま

だ乙れらの因果関係には不明な部分が多く、酸性

雨など以外にオキシダン卜、地下水位変動などを

含めた複合的な原因による衰退と考えられていま

す。今回はまず酸性雨の発生と現況について紹介

します。

2. 酸性雨発生の仕組み

(1) 酸性物質の発生源

150年程前の「産業革命」から動力、暖房燃料

として石炭、石油、ガスが大量に使用されるよう

になりました。 ζ うした化石燃料には濃度の多少

はあっても、硫黄化合物、窒素化合物が必ず含ま

れており、燃焼時には必ず排気(ガス、粉塵)と

して空気中iζ放出されます。また金属精錬あるい

は多様な化学物質を精製する過程でも乙れらの化

合物が副産物的に発生し、排気として放出され、

乙れらのうちの硫黄成分は SOxガス(硫黄酸化

物……硫酸イオン)Ir.、また窒素成分は、 NOx

ガス(窒素酸化物・…ー硝酸イオン)となります。

(2) 酸性雨と酸性霧

① 酸性雨

酸性物質が凝結核となって酸性雲をつくり雨と

なる場合と、雲から降ってくる雨がその下部にあ

る酸性物質の空気層を通る過程で雨滴の中に酸性

物質を取り込んで地表iζ到達するものを酸性雨と

呼んでいます。(図-1 ) 

特別な酸性物質がとけ込んでいない場合の降水

は炭酸カ‘スなどによって弱酸性となっており、pH

= 5.60が降水の自然状態の酸度と計算され、乙の

数値より低いpHを示す降水を酸性雨と呼ぶ乙と

になっています。

降水のpHを全国的K調査した例としては、図

-2があります。

さきに示した pH= 5.60を基準として乙の図を

見る限りでは、日本l乙降っている雨はすでに「酸

性雨Jだということになります。また長野県内で

の測定例には表-1のようなものがあり、長野県

内でも酸性雨が降っているといえます。

② 酸性霧

大気中iζ酸性物質が浮遊している場所で霧が発

生すると霧粒子が酸性化し酸性霧となります。

霧は停滞し長時間にわたり酸性環境を作り出し

ますから、酸性雨よりも被害を発生させやすいと

考えられています。(雨の場合は初期降水が酸性

雨だったとしてもその後の降水は酸性が弱くなる

ととが一般的で、枝葉iζ-s.付着した酸性物質lζ

対して洗浄作用をもっともいえます)

また発生した霧自体は酸性でなくとも植物の表

面に酸性物質が付着していた場合には、乙れらが

高濃度な酸性水となり被害を発生させるとも考え

られています。

3. 森林の衰退指標

スギ、ケヤキの衰退調査を行う時の立木健全度

を判定する基準を図-31r.示しました。乙れは酸

性雨被害の判定基準というわけではありませんが、

枝葉の減少が乙のように進み、林分lζ異常が発生

する場合には酸性雨被害も疑わなければならない

でしょう'。

なお関東平野のスギ林衰退の現況、あるいは酸

性雨が森林l乙与える影響のプロセスなどについて

は、号を改めて紹介します。
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表-1 県内の降水 pH

場 所 長野市 上田 市 諏訪市

季 節 夏 秋 夏 秋 夏 秋

p H 4.91 4.95 4.36 4.78 4.82 4.52 

(衛公研業務年報第 5号、 1987より)
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図-2 pH値全国分布図

(林業技術ハ ンドブック)
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図-3 スギ、ケヤキ各健全度の樹型

(山家より)
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